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13 殺申剤を撒布 した茶園に放けるコカクモン′､マキとその天敵の個体数の動きにつし､

て* TJ'J田 班 (京都大学 良学部 昆虫学研究室)30.7.25受理

殺虫剤をまいた場合に,書虫とその天敵との自然平衡が破れて, 書虫の個体数が増加すること

があるO コカクモンハマ串は英樹の盃要害虫<あるが,京甑では天敵の勢h.が大普くて続審は

余tI甚しくないO これに対して DDTとパラチオンをまいた場合に害虫と天敵叛の間に経たな ･

中衛のかく乱が引きおとミiL,た｡ ノ

結 言

放近殺虫剤の著しい逝妙により,これが苔虫の防除

に多く班用されるに至った｡ しかし DDTや IIHC

などの有機合成剤は,従来までしばしば使用されてき

たピレト1)ン.ニコチン,ロテノーンなどの有機化合

物と比較して非'il'lrに安定で,友%効性が非職 こ強いoそ

の鞄にこの械な殺虫剤を班用した似合に,%'虫の自然

平衡の破班が心t),これは応用昆虫学に於ける大きな

rLIJ血 として以近 と りあげ られてきた (Solomon,

1953;Varlcy,1953;Kennedy,1953)O殺虫剤の撒

布によるEL'山の只'il'ぎ発生は,黙秘告虫に多くの弔例が

認められ,この様な邦'lilY発生は,天敵の死滅による生

物的抑制の7'Jい-'Jl'が大きな届く因と考えられている.柑

橘等の米仏矧こ於て,fB山の5'qT'lilr脚加が柑 こ多いのは,

この様な永咋作物では,拙瓜するti(虫耶班が安定した

密FR平衡を維持しており,これが殺虫剤の撒布により

=著しく班乱され,-TiE潰乱された苔虫群班が容易に実

にをとりもどさない為と考えられる.

コカクモンハマキAdoxophyesL･rivatanaW T̂.Kl･:Tt

は日本に於ける茶樹三大告虫の一つと言われ,静岡爪,

公知Iy.t̂.S;では,二番茶,三番茶の被告は甚大であるO

しかも')Yt湖 は他の出作物と刈り,LL))3'のまま製茶原料

となるので,北にtJ'Wr3された殺山剤は柴に附27したま

まW,Y冒される｡敷山効力があり,仙TT]方班が帆班であ

っても,才lMJ-の伯JyJを火すると.姑等剤i;lがLU),割茶

品質を恐くし,誠は祐也的に1J'IL(で,硝晶とならrない

場合もあt),その防蔭は殺虫剤にのみたよる事ができ

ない｡京都附近の茶園は年一回の摘採で,静岡等の年′
三回乃至四回に比較すると,摘採によって冨虫群班の

撹乱される回数が少いと考えられる｡コカクモンハマ

キの被弘も,防除を必公としない柁兜の場合が多く,

*Contributionfromthe];ntomologicalLaho-
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しかもその天敵は柾塀数個体数共に多く,その効力は

極めて大きい｡茶肘は米仏と同様永年作物である守iか.

ら考えて,京都附近のコカクモンハマキとその天敵は,

世代から世代へと比較的安定した自然平肘を維持して

いると考えられる｡この様な状態にあるコカクモンハ

マキとその天敵に対して,殺虫剤を撒布した場合に,

-7Hz虫とその天敵の個体数が どの様な動きを示すかに

ついて,1953年 から1954年にわたって調丑を行っ

た｡

本文に入るに先立ち,'柾々御肘掛 ､た いゞた円田俊

郎教授泌 こ河野達郎助教授に厚く感謝すると共に,也

々と助言していたゞいた昆虫学研先主諸兄に心から御

礼申しあげる｡又コカクモンハマキ調査にあたって,

軽々御助言いた いゞた刃三和近畿出Tj鴇毛験切茶諮軒b'lllI
仁博氏 名吉良大学E3学部斉藤田夫氏に托誠なる謝意

を寂し,又岨切を心よく以眺していたゞいた林利助氏

の御好意に,心から御礼申し上げる｡

I)DT を紐布した場合

I)DT を撒いた似合に.反って批 IlがEDLlnしたとい

う報告は非常に多い｡又その機矧 こついては.天敵0)

活動阻血 1)DTが苦虫の生殖詑力を高める刷 り朝す

る場合,DDTに対する抵抗性系統の出現等があげら

れている(宮下,1(J53)｡ この様な天敵の77;'湖FJu上に謀

るE:li山の上田JJuを利JT]して,DeBachら (1LuU,1947,

1-JSl)は,殺山剤対旧区法に'より天敵の労力を的IiL

ようと試みた｡ 即ち,彼 らは DDT の持つ天敵に対

する選択的な殺虫力を利用して,送別的に天敵を殺し

た対照区を作り, これを処理しない所と比べて,気象

的要因から切りはなして天敵の効界を判定したo

南川 (1950)によれば,DDT乳剤 20% の400倍

紋,同粉剤2.5% をコカクモンハマキ幼虫体に直接撒

71け ると粒死するが,柴の上に放和して後,コカクモ

ンハマキの成長した幼虫を 10感づつ放し飼いした所'
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何れも茄をまいてft;7.日J.7t:itに発TJL'羽化し,こオLら

はコカクモンハマヰ幼山に対して,刑化申'l!)刑として

何らの効力のない-Jfを榊かめているO父コカクモンハ

マキ幼虫は,粥を柁t)合わせてそC)小で!Lim･するので,

DDTは接触刑としてほと/I,ど作用しない｡従って,

天敵に対して DDTが効只的に似らくならば, コカ

クモンハマキの天敵の効力を,この様な方法で評価す

るgTができると.r7Bわれる.この様な考えから, DDT

を撒布した場合のコカクモンハマキとその天敵の個体

E'(の動きについて,.予僻的な調査を行った｡

).歯糞方法 ･調丑した茶園は,京都市伏見区石田

の林利助氏所有の茶同約2反)歩で,北川は水F]に,西

仙ま1m半のtiEI桁をへだてて茶間に,稲川はすぐ茶間

に.双DtrJは机をへだてて民家へと続いている｡この茶

園の周四の部分を除いた996株を,苅田にほぼ同じ大

きさの 4区別にわけ,その節1区部と節3区制に,

5% DDT粉剤を,1953年7月29別こ3.5kg,8月

2日に 2kg,8月11別こ2kg撒布した. この時糊

は邦3化期の成虫の羽化糊にあたt),同時に天敵の中

で粒も有力な符生蜂 ChelontLSSp.の羽Jbl抑こ当る.

8月15mこ大雨があり,これらの DDTは殆んど流J

され それ以後の幼虫の発育には大きな彩響きがなかっ

たと考えられる.約3化糊の幼虫が卿化して.招紫を

作り始めた矧 こ当る8月19日からほぼ10日間閑で,

11月上旬まで.7回にわたり調査を行った｡各区勘の

全株に1番から塀次に符号をつけ,乱数衣で1つの区

制から20株ずつ任怒抽出した.拙山に際して,前回及

び前TllJ剛 こ調充した株は,幼虫が王放り除かれ,幼虫数

が少くなっているので,これを除外して抽出拭作を行

ったo抽出した株について,枕当り招柴数,搾茄中の

幼虫数.払い許し数を調べ,これから株当り幼虫個体

数を推定した.鞍採班した幼虫は,シャーレ(直径9cm,

深さ 1.5cm)に入れて, 実験宝に持ちかえり,茶の

q3'をあたえて,株111位紹別々に飼育した｡芥の矧 ま3

Ej矧こ交換し,シャーレから幼虫の逃亡を防ぐ為に,

シャーレの身と蓋との問にちり紙をはさんだ｡この様

な方法によって3化期の幼虫 (9月FfT)は常況で飼-flL'
したが,欠配0-下降と共に,4化期の幼虫は恒温おで

2tqoCでPL･JTfした.相生蜂に寄生された幼虫は,やが

て咋LE畔によt)犯され,寄生蜂幼虫は寄主の体内から

巳削1ル .孤,石.J作って州化する｡寄生性の病菌により浸

されたものは,やがて粒死し,持主の死後体表面から

菌糸をT='す｡R'Wlに1'J.'出されていないものはそのまま

析化する｡その他大約以外の耶囚で死亡せるもの,及

び飼育中に行方不明となったものがあるのでこれらは

*幼虫個体数推定法,並にその天敵綜血中抑光法･に

ついての評,inは,前取 (投抑 fT)を歩爪されたい｡

描LLlf王の.71･罪.から除クル ,'lf効湖lu;Jig(と'lir'LL-U-viL'(と
から,それぞれの幼iLll'Lr'LLi蛸の'11Lrl!Li坤て,をllli;としたoこ

の様な相生率は,ある朋j!fH昭に加 1て幼山附勺に指

と1三されていた糾合を示すもので,調ffRnIjよf)以IlTJに

天敵により死亡せるもの,その後に符生されるだろう

ものの数は含まれていない｡従って野列に於けるyiの

符生率とは違ったものである｡

2.コカクモンハマキ幼虫数と天敵寄生率 の時間的

蛮勤 この様にして得られた資料から,

1株当り幼虫数-指炎申'0幼虫数十払い落し数

の式により,コカクモンハマキの各区割の1株当りの.

平均幼山数をilEたし,1株当りの平均幼虫数の時間的

変動を示したのが那1回である.＼破綻は DDT 撒布

0

5

s

Ttn:td
I:37t:
uOJa
q
t

Hnutt:̂
1t!7

:郎g.1.IThefluctuationoflarvalpopulatiori
in DDT dusted plots(bi･oken line)and no

･treatment(solidline).

区 (節1区割と節3区剖),災緑は才.lTEILrZ市区 (郡2区

mTJと耶4区制)の1株当り平均的山数の相和的変劫を

示す｡.5--9月の耶1のIIJは耶3化胴の幼山で,m2の

Ltlは那4化)UJの幼山を示す.LT!3化脚の幼山では,8

Jj.1叩 には 7)7)TIJIA市区の方が).rT.CIL'LUri区･上り幼山軟

が少いが,8J].'ilrl.OJJSnになるとそのjTが 少く

なって くる｡こ川 まr)DT.をiITK仰しただ5に, コカク

モンハマキ成虫の定即紬‡ある程蛇阻召され,始めは幼

虫個休数が少いが,天敵による死亡率が低い為に,時

が立つにつれてその差が少くなってくるものと考えら

れる｡乃ち DDT撒布区では, 天敵等による幼虫後

脚の死亡率が,相当穿饗をうけITいる事がわかる｡節

年化糊では,I)DT撒布区と無撒布区との蘭に著しい

差は見られないが,幾分撒布区の方が密姥が拓くなっ

ている｡これはコカクモンハマキの移動lji2力が,調禿

83
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田机に比して大きい為に,DDT撒布の彫饗が,次の

ulQまで拭かない祖と想われるo

Fig.2. Perccntagesparasitizedbyparasites

inDDT dusted plots(brokenline)andnto
dustedplots(solidline)
D:Disease A:Apantctes C;CheZoIZuS

邦2図は寄生蜂と寄生性病菌の寄生率q)時間的変動

を示したものであり,破線は DDT撒布区,実線は

!爪犠打区の寄生率である.9月20日から10月12日迄

は.一般に調韮個体数が少く,その推定伯の桁庇が払

いだもに'.与JLr'iL:畔推7i:伯の変動係数が 30% 以上となる

ので除外 した｡ コマ'ユバチ料の1械 ChcLonussp.

は,コカクモンハマキの卵に掠生し,幼虫の末)抑こ寄

主の体即 ,ら脱出してm.を作り勾引ヒする卵幼虫好生蜂

であるが,DDT抜和区では,3化JWの幼虫に於て,

著しい寄生率の低下を示している｡これは CheLonus

の産卵の時期に DDTが撒布された謁,寄主への産

卵が阻ErHされた為と思われる｡一万コマユバチ科の一

班で幼虫rq'生蜂である AL･anEelesadoxloL･FlyeSiの寄

生串は .pDT撒布区とJ.Rt撒711-区の閲で丑は見られな

い｡文相出仕病菌による死亡は,3化糊では紐撒布区

のガが多い｡4化糊の幼虫になると,この様なChelonus

や'JはiLi性の病菌にみられた寄生率の低下は,全く認め

84

られls.いOこれはコカクモンハマキと寄生蜂の行動和

田が,調査両矧 こ比して大きいからと思われる｡3化

凹の ClLeZonusの寄生率が時が立つにつれて低下する

のは,Chelonusの寄主からの脱出時期が,コカクモン

ハマキの蛸化時期より平均して早い為に.後になると

等生されていない幼虫のみが残る町による｡CheZonus

の寄生率が時間的に変化する執 ま,他の天敵の寄生率

にも彫饗を及ぼし,時が立つにつれて布生率が増加す

る憤向になってくる｡

3..DDT撒布による CheZonusの寄生率低下の博

構 DDTを招いた場合に,CheZonusのYo.'生串が

低下したが,CheLonusがDDTに対して弱い鞄死亡

して起ったものか,或は Chelouusが DDT を忌避

する為に起ったものかどうかは不明である｡これを明

らかにする為に, コカクモン人マキ成虫と ClLCtOnuS

成虫について.DDTを一定時間接触させた場合の生

存日数の変化を調べた｡DDT2mgを,アセトン浴

紋として内面にできるだけ均等にぬりつけた田瓶 (良

さ15cm,直径 3.3cm)を二本用意した｡その中へ

羽化後 24時間以 内の コカクモシハマキ成山 と,

Chelonus成虫を10所内外入れ,硫酸紙でもって･Bを

した｡年前9時より1時間 DDT に接触させた後,

他の管掛 こ移して,その生存日数を調べた｡I)DTに

対する接触は,コカクモンハマキと CheZonuりこ対し

て二本の管瓶を交互に用いて,二?の田瓶の殺虫効只

'の差による訳差をなくする様にした｡これ以外 こ-DD

Tに接触させないものを 10琉内外ずつ田瓶に入れ

その寿命を調べた｡実験環境は28oCで,コカクモン

ハマキ及び Chelonusに水をあたえて砂田し.生死の

調査は午前9時に行った｡実験にFT]いT:琉数は.合計

で DDTに接触させたものがコカクモンハマキ61軌

CheEonus66乳 輪処理の ものがコカクモン1､マキ
76m,ChetolluS61頭で,全部7回にわけてくりかえ

して突験を行った｡その結果は第3図に示す様で,火

線は DDT に接触8.せた場合'破鰍ま畑処理の場合

の時間死亡率曲線である｡ 両者共 DDTにより少し

好皆をうけているが, Chelonusの方が特にコカクモ

ンハマキ成虫と比べてDDTに対して弱いという帆句

はみられない｡

そこで Chetonusの DDT に対する忌屯的効穴を

調べる為に,次の如き実験を行ったo約 20cmの茶

樹の枝を12本用志し,その中から4本ずつを DDT

乳剤0.1%,0,O2'Qo'の沿紋に殺して後とりだして風乾

させ,紐処理の校と州 こ一本ずつ瓶に立てた｡これら

の細処理の枝.0.02%,0.1% の溶紋をぬりつけた枝

4本ずつを,大型飼符節 (巾,興行,高さ共 71cm)

の中へ4列に,しかも列矧 こ3位湖のも●のをランダム



防 虫 科 rrt 節 20 懸-I

TableI: Repellenteffectofthemoth
t(II)nT.

S LO 20
Daysafteremergence

F)'g.3ToxiccLrcctofDDTtoAdoxoJ･hyesl'
(Il)andChetoTltLS(C)

DDTtreatment(brokenline)
Notreatment(solidli'ne)

に並べた｡DDTO.1'oo'の浴液につけT:場合に,茶の

茄の袋田につく DDTの拍対虫を,茨両にづく朽牧

の玉虫から計罪すると,0.1%桁紋の場合茶燕の表面

1cm2当り2.5×10~4mgとなり,DDTによる生存

日数の変化を調べた時のガラス瓶の表両につくDDT

の淡路 1cm℡当り1.2×10~-3mg と比較すると,柘

めて稀い班皮である｡ 飼育節内部の温度は 28oC と

し,飼育節の巾へ羽化後2日以内のコやクモ㌣ハマキ

成虫と ChetomLS成虫を同時に60qlずつ放し, 砂糖

･水を約に浸ませてあたえた｡ コカクモンハマキ及び

ChcZo〝us成虫は, 旭光性が故いので,側面からの光

緑によるかたよった産卵を防ぐ為に,大形飼育邪の周

りを只布でおおい,広間のみ穴上から懲光燈 (20W)

で照射した｡そして成虫を入れてからli郡司後,茶の

枝の上に殴卵せるコカクチンハマキの卵塊数及び産卵

数を調査した (第1袈)｡卵塊はシャーレに移し,卵

化した幼虫に茶の茄をあたえて琉化するまで飼育し.

Chetonusの寄生率を調べた (iJT!2衣).この結穴を分

tFL分析法によって計罪すると,コカクモンハマキの超

卵した卵塊数は,列間処理問共差の有意性が認められ

ず,卵塊の大きさにも有意性は認められない｡これに

反して,CかZonlLSの符生率の処理問に於ける差を X2

枚花にJ:つて検花すると,0.1,0./の粗Eの矧 こ産みつ

けられた卵と,tE托処班の矧 こ控みつけられた卵の間に

は有意差が認められる｡ 乃ち DDT0.1,03符庇の将

披をめt)つけた茄を CILCtOmLS成山は忌避している｡

従って, TJIJにのべた様な r)DTを1J散布した茶関に於

ける Chelo〝fLSのr/5生率のllnl'は,CILCtOnrI∫J別tが

DDTを嫌う為に起った現教と考えられる｡

No ローrl'0.02/oo/ D上)T ●0.1% Total(reatment

I 0 2 1 3

I 2 ー 1 0 3

I ■ 2 .1 3, 6~

IT 4 1 1 6

Total 8 5 r)

Egg.Numberinaneggmass･.50.5 46.5 J63.6

Table2:,RepeltcnteffectofChetomLS(

toDDT

パラチオン邦を撒布した場合

苦虫とその天敵の問の平衡は,必ずしも天敵の死滅

した場合にのみ破れるものではなく,告虫とその天敵

の両方がある刑合で死域した場合にも彫班をうけると

瓜われる｡LoTJ<̂ とVoT.Tl.汀T.P.̂は,叩純な仮7i:の微

分方群式を解くTJTによって,允うもの允われるものの

両班現のm休款が,-TiIの迎Jglをもって変JUJL抑 ナる

TJFを示した｡さらに Vol.TJmll̂ は弼印を一様に,又

その款に比例して殺して行くとすれば,食われるもの

の個体数の平均他が相加し,食うものの個体数の平均

値が減少すると述べている｡

コカクモンハマキの幼虫の防除の為に,最近パラチ

オン剤が陵FRされ,すぐれた殺虫力を示すが,コカク

モンハマキ幼虫に寄生している寄生蜂も同時に殺され

る｡パラチオン剤を撒布した茶園に於て,どの程度そ

の天敵との平術が破壊されるか,どの様にして両者の

平衡なとりもどすかを調べる郡は試要である｡この様

な見地から,1934fr:7J]から9月にかけて,パラチオ
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ン剤を撒布した茶園に於けるコカクモンハマキとその

天敵の個件数の鋤きについて,調査を行った.

I.訴査方法 湘i!fした茶関は,11J33fr:DDTを

撒布 した茶園から絹へ約 1km はなれた茶園約2反渉

で,柄北に畦になってお り,jJiD!lJは空地,摘DllJ西DllJは

道路をへだてて茶園になっており,北仇はす ぐ茶図 に

統いており,北btlJrf7火部に小尾が立っている.節2化

期のコカクモンハマキ幼虫の卿化後まもない頃にあた

る7月17日から6日'Bさに3回にわたり,パ ラチオン

乳剤の1000倍浴液を反当6斗の割合で撒布した.投後
の1.-WJJ-(7月2相 )'には,ウンカの発生を防 ぐ謁に,

DDT乳剤を桝FT]した｡パラチオン剤撒布によるコカl
クモンハマキ幼虫の減少'は著しく.節2回撒布の田Fl甘

に茶rq円をさがしまわり,わずか1glを見つけえたの

みで,節3回撒布の田前には,1好iをも見つけえなか

ったO節3化糊の幼虫が卿化して持薬があらわれ始め

るgiから,8月27日-29日,9月4日,9月9日-ll

日と3回にわたり,茶閑の畦の中で株の大きさの比校

的均一な22列につしくて,-その指炎数を全数調査した｡

そして指炎の見解Lをなくする祖に,招柴は全部採岱

し招柴小の在山数を湘ペ,これ らのuJ虫は全部実験室

に持ちかえり. itJTJ年の DDT撒布の勘合と同様の方

法で,株伝にシャーレ (厄径 9cm,深さ 15cm)で

飼Ifj=し,碓JJi蜂の相生串を調べた｡招袋以外の的虫個

体A'(,を調べる為に,節1回調丑に於て,全株の中から

任意にi古拙山し,その中から描袋の存在したものの

みについて.幼虫の払い落し数を調べたoその紙凪

招柴のTj':在した102株から払い解された幼虫数は,令

計でわづかに5iijiであった｡これはこの時期が茶の芽

の伸長糊にあT;り,岱かに開いた新芽が多く存在する

箱に,卿化した幼虫は殆んど全部茶樹の表面の新芽で

招茄を作り,内部の搭矧 こは殆んどいないか らである｡

従って.招光政をもって幼虫個休数に代える蔀とする｡

2.Jうラチオン剤を櫓布した茶園に於けるコカクモ

ンハマキ幼虫とその寄生蜂の分布 3化糊に於ける

パラチオン剤撒lfl茶関での幼山の分伽は.茶園の中火

邦脚 鵬 款が少く,外.81rJ程多い帆L'.lb,'みられる｡コカ

クモンハマキ幼山は,Hrt'Jは殆んど飛糊せず夕方のみ

盛んに飛掬する｡幼山は始/しど移劫しないと考えられ

るので,孟わt)の茶畑から3化別の羽化した成虫が移

動してきて産卵したと考えられる.各列矧こ,北畑か

ら5枚矧 こ7つの区割に区切t),各区劉柘の株当りの

平均招訴欺を調べてみると,節4図の如くなる.巾央

部指炎款が少く7'1つており,コカクモンハマキの周囲

からの移動をよくあらわしている.この茶園の天敵符

Jl串を,ほ1fiしてない茶凹の布生率と比校すると,那
3炎の如くなる｡こ でゝ如撒布茶図は,パラチオン剤

を撤TfJ-した第回の北仙 こ続いた茶園で,任芯に拙山し
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Fig.4･ Distributionofinjured lcavcs
intheteagardensprayedWith･parathion.

TablC3: Comparison ofparasitizcd
percentagebetweensprayedandnotsprayed
withparathion

Sprayed NotSprayed

Injurcd'leavescounted 1183 fJ9

Netno.oflarVaecounted 1725 65

No.ofnon p?rasitized 313 28
pupae

CJLeZonus∽ 6 10

烏合名勺 AL'anLetes . 174 U
･S.23_●■一◆■'■C t■｡ GZypLa 67 2一

･5 2 Bracon 57 0
-tH rd

○ P.○ othcrpqrasitcs 34 1

74 5disease.

No.ofindividualsdiedby 28.. 3uT】Certainedcauses.

No.ofindividuals 58 .r:J
disappeaied

Emptyinjured'leavcs 3̀72 ∴26

CheZbmL'S ,0.8 lT).4

14;合 .A♪alZEetes- ･24.0 le-.8

与 でFj.ヨ GLJ.pta 9.2 3.1

a . othcrpLlraSitcs 4.6 1.5

disease ー 10.2 7.7
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た招粟99から調べたものである｡これらの'1'JLti姉の小
で.Glyptasp.はヒメバチ柑 こlplする叩'/tr'LL:UTLtr'出

蜂で,ByaconadoxopllJ･CSJ'ATtN̂ MTJ(̂ W^ はコマユ

バチ科に屈する多'7'q'出の劫山''JLr'出姉である.パラチオ

ン剤の和布によって,刺.:しい'/LT'山科の紙下を示すのは

OLeZol"LSで, 他の描出蜂では次のtは代になると殆ん

どその効力をとりもどしている.これらの'#生蜂が茶

国内でどの様に分布しているかを見る為に,コカクモ

1ノ･､マキ幼虫の場合と同様に,先にわけた各区剖毎の

rl'tr'生蛇指LE串の変化を示 したのが第5図である｡

Apanteles及び Braconの符生串が,招mi数の分布

と同様に,茶園の中央部で低くなっている｡

3.寄生蜂の符生串の密TAI依存性

｢股に符生蜂の持主発見碓力は,密lR依存性をもつ

I ∩ M Ⅳ V vl yll

Plot

Fig.5. i)istrihutionofpamsilc.H'n
theteagarden叩myc(IlVjthII.lmthl'on.

A :ALWlteZes G.･GLy♪LL7
1i:BracoTZ D:I)isease

t
z
o

叫一
t
:Z

…7
!Stut:d
)tt3Ula
d

ていると考えられるが,株当りの招茄故が多くなるに

つれて.''IJ･'比率がどのように変るかなみると.郡6回

の如くなる｡ApanLcZesでははっきりした帆F'ljはみら

れぬが,GLybta,B,aconでは,株当りの招苅数が多

くなるにつれて寄生率が高くなるO相関分析法によっ

て,この様な密度依存性が本質的なものであるかどう

かを検定すると,GIypta では 10%,Braconでは

T)70'の危険率で,回帰項の有意性が認められ, この様

Tl帆句は本TI的なものであると考えられる｡ Bracon

の狩生率の茶図の｢口火部に於け_a低下は,寄主の密度

が低くなる郡によると考えられる｡又 ApanEetesの

場合には,その行動が不活私であり,その寿命が極め

て短い (1-2日1叫から,外部からの寄生蜂の侵入の

過程を示すものと考えられる｡

NumhcrofinjuredIc.ll･CSOn;Ite一lPunt

Fig.6. Jくehtionhchl･CCnpCreCnlages
p.1raSitJ'zc(l;In° injured leavesonatea
phnt.
^ :AbL7〃LeLes Ji:Byaco〃 G:GLy♪ta

4.CflCtO,ltLSの'Jiftii吉子illモ~卜の機関
殺虫剤の柁布によって,寄生蜂の寄生率の低下する

のは,卵幼虫寄生蜂 CheZonusの場合に限られる｡こ

れが何故であるかを考えてみる｡

京都附近ではコカクモンハマキは年4回の発生で,

1Ltleの重なり合いは全くみられないOこの様な寄主の

みに(とって,'1irllti畔が1ほfeからtLffeへと安定した仰 木

五k･+i梢的 して行く犯には,相生蜂の寿命があまt)長く

なければ,描生蜂のufLC経過日数と.riF主のそれとが
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10 2O
D.lyS

Fig.7. Numherofhostandparasite
individualsemergedineveryday,repre-
Sented in percentageofittoallofthe
emcrgedindividuals.(2ndgenerationin
1954)

ほぼ同じでなければならぬと考えられる.寄生率.7,T3丑

の謁に飼育して嫡化したコカクモンハマキ及びその祐

化蜂は.蛸からやがて羽化してくるが,その羽化曲線

を示したのが,弟7図である｡寄生率調査の為に符弧

で 朗ffして航化した コカク.モンハマキ,AL'anletes,

GlJ･♪tL7の蛸を田瓶に入れ 硫酸紙で丑をした.そし

てfLEulr･rrU9時に羽化してくるこれらの成虫の数を調

.べた｡爪7図に於て,弧 仙ま羽化Ud始日からの日数を

とり,羽化山故は2日仙 こまとめて全羽化虫数に対す

る百分率として縦紬 ことった｡これをみるとA♪allEeZes

及び GlypLaの羽化仙緑は, はば コカクモンハマキ

甲の羽化曲線と韮な?ているoApanLeZes及びGZypia

は幼虫寄生蜂であり,もし世代経過日数が寄主のそれ

と同じであるならば,少くとも10日位の羽化曲線のお

くれを生ずるはずである｡従って.これらの寄生蜂で

はこ班以上の寄主にまたがって生酒-しているもので,

机のui･代にコカクモンハマキ幼ikに襟生していたもの

ではないと.r&われる｡,lO.ラチオン剤撒布の茶矧 こ於て

は.CILelonusの寄生率が極 めて低 かったので,
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CheLoTluSについてこの様な関係を見るilfができない

ので,1954年1月に-m査した資料について見てみた｡

乃ち採災した越冬幼虫滋同時に30OCの恒温宴に入れ,

シャーレで飼育し,嫡化した喝を皆瓶に移し, これか

ら羽化してくる成虫で,羽化曲線を割 ､た｡これをみ

ると節8図の如くなり,約2日程の羽化曲線のおくれ

i)''･みられる｡ Ch占lonusが羽化して土ヵクモンン､マキ

成虫が産卵した卵に産卵する為には,この程蛇のおく

れで十分であるoJbち,CheZonusはコカクモンハマ

キのみを軍主として,個体数を維持している｡従って,

パラチオン剤を撒布した場合に,CFLetOIZILSのみが著

しい寄生率の低下を示したのではないかと95'えられる｡

者 轟

DDJ の場合も.パラチオン剤の場合も,殺虫剤の

撒布によって CheZonusの布生串の著しい低下がみら

れたが,他の寄生蜂では大きな甜皆をうけていない｡

仙 このべた様に,この様な群生蜂は,コカクモンハマ

キと他の綜主とをまたがって生活斑をいとなむもので.
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コカクモンハマキをとりまく相生蜂の投射E性を示すも

のである.廃って,コカクモンハ一丁ヰよそのrl生蜂と

の平衡のみではなく,指LL姉と他の'IU主との平街を考

えに入れると,非7;A,'に召l雑になってくる｡しかし12虫

剤和布によって,この様な-Y/･街が軌1Lされる丁川ま椛か

であるo叉その批乱は必ずしも天敵のみの死城にJ:つ

てではなく'天敵と;寄主との両者の死滅,或は綜主の

みの死滅によってもひき起されると考えられる｡

しかし,この様な撹乱が,直ちに害虫の勢力の助長,

乃至はEIH虫の増加と結びつくかはむつかしい問題であ

る｡現在まで殺虫剤の撒布によって害虫が別 口したと

いうはっきりした定虫的な報告は.アプラムシ軌 カ

イガラムシ軌 ダニ塀などの移動の少い定-苛性の告虫

のみであるoこのaTJZfに於ても,調査叫位が小さい為

に,はっきりした紙料まみられていないし,世代から

世代への芋虫の増加をみる祖には,コカクモンハマキ

の成虫の移動能九 寄生蜂の移動能力を考慮すると,

相当大きな区aTlを調べる必要がある｡DeI3ach(1951)

によれば,3年関にわたる DDT 乳剤の撒布によっ

て,著しい orangetortrixの増加をみたが,これは

orangetortriⅩ とその寄生蜂 ApanleZesに対する

DDTの殺虫力に差異があり,ApanEeEcsが除かれた

為に苦虫が増加したのであると報告している｡従って,

コカクモンハマキに於いても苦虫の増加は認められな

かったが,自然平衡の投乱は,i.JL'虫の勢力の助長とな

るのではないかと.lilわれる｡従って,大田机にわたる

殺虫剤の指抑 こよって,天敵の勢力の大きい告虫の防

除を行ふ場合,天敵の勢力を紙祝する邪は柾めて危険

である｡

要 約

(1)コカクモンハマキは,日本に於ける茶樹三大苦

虫の一つであるが,京都附近ではその天敵の勢力が大

きく,大きな被害はみられない｡ この様な告虫とその

天敵に対して,殺虫剤を撒布した吻合に,召出とその

天敵がどの様な個体数の動きを示すかについて,1953

-1fJ54時に調査を行った｡

(2∫1†Jt-)3句三に,野州 こ於ける天敵の勢力を評価する

目的で,Ⅰ)I)Tを招抑 した場合のコカクモンハマキと

その天敵の個f樋 の捌きについて予備的な調査を行っ

た｡5%DDT 粉剤を,コカクモンハマ与の3化期の

成虫の羽化糊に!放巾し, 3化期及び4化期のコカクモ

ンハマキ助91.個体数とその'7fT'生蜂の群生率を調べた｡

その結果3化期に於て,CIzetont,ssp.と寄生性病菌

の寄生率が著 しく低下 した｡ しかし他の寄生蜂

AL'onletesadoxophyesfの寄生串の低下は,械布区に

於てみられなかったO 実験によって.Chelo'川Sの打

jl率の低下は,OLeZol･LLSが DDTJを見取する鵜に成

ったと考えられる｡

(3)パラチオン剤をコカクモンハ.マキには布した場

合に,その寄生蜂が寄主と共に殺されるので,そこで

自然平衡の班乱がひきおこされるのではないかと思わ

れる｡1糊 印に.ある茶園の2化期のコカクモンハマ

キの幼山,を完全に殺して,3化期の幼虫寄生蜂の寄生

串を3Faべた｡ その結果,Chelonusの寄生率が著しく.

低下 したが,他の寄生蜂 AfantelesadoxoL,hyesi,

BraconadoxoL,hyesi, Glypla sp.には彰撃はなか

った｡この様に害虫とその天敵の問の自然平衡の摂乱

は,必ずしも天敵のみを殺す訓 こよって起るものでは

なく,天敵と苦虫の両虫の両者の死滅,或は害虫のみ

の死滅によってもひきねこされるものである.
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R(sum丘

(1) Recently,itisbecoming animportant
problem ineconomicentomologythattllCnat11-

ra11)ahnceofinsectpopuhtionsisLreqllently

(listtlr7)ed hy meansofchemicalcontroland

outbreaksofinsect1-L･stsarcrCSultLLd.Thetea

smalltortri.Y,̂ Z̀uxo♪fLJ.CS♪YJIvolnTIE7W Î.KJ.:Tt,is

oneoftllemostimportantpestsoftheteaplants

inJapan,butinthevicinityofKyotoitseems

tobesatisfactorilycontrolled I)y itsnatural

enemies.Studiesonfieldpopulationofthispest

anditsparasiteswhensprayinginsecticideswas

carriedoutfrom 1953to1954.

(2) Theprelimimryinvestigationonthefield

populationorthispestanditsparasitesspraying

withDDTIVaSCarriedoutin1953forevaluating

therelativee爪ciencyofbioticcontrollingfactor,

S9
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suchasparsitesanddisease.DDTdustof5%

wassprayedtothe3rdgenerationofthismoth,
andthedensityoflalrvalPopulationofthispest

andtheperFentageSparaSitized･byitsparasites

inthelarvalstagesofthe3rdand4thgenera-

tionslVCreeStimAted.In the3rd generation,

thepercentagesparasitizedbythもmostprincipal

parasite, Chelonus sp" and thepercentages

killedbydiseasewereloweredbyDDTspraying,
but the percentages by another parasite,

Apadeles adoxophyesiM TNAM KAWA, wasnot

influenced.Itwasexperimentallyproved that

thesedeclinesofthepercentageparasitizedby

Chelonuswerecaused byareppellenteffectof

DDT tothisparasite.

(3) Whenparathionisappliedtothelarval

populationoftileteaSmalltortrix,itsparasites

werekilledtogetherwithparasitizedhost,and

thereforethedisturbanceofthenaturalbalance

isresulted.In.･1954,thelarvalpopulationof

thispestinthe2md generationlVaSeliminated

completelyspraylng lVith parathionin atea

garden,and inth'elarvalstage ofthe3rd

generationthepercentagesparasitizedbythese

parasites was observed. Consequently, the

percentageparasitizedbyCheZonuswasremar-

kabllyloweredbythistreatment,butthoseI)y

otherparasites,ApanteZesadoxophycsl',B√acon

adoxophyesIM INAM EAWA and Glyptasp.Were

potinauenced･

(4) Con占equently,itisclearthatbychemical

controlthenaturalbalanceisdisturbedby坤e

elimillationnotonly ofthenaturalenemies,
butofthepestinsectand itsnatllralenemies

ノoronlythepestinsect.

OntIleRelation BetweentlleTimetlntiltheGlassSlideisp1111edoutafterthe

Sprayof♪,L･'-DDT Kerosene Sohtion in theSettling 北ist Apparat-lSand

theKnock】)ownTimeofAdultsoftheCommonHousefly,仙 scaJomestL'caY,'C.'p.

Hacq･sttldiesonthe13iologicalAssayoflnsecticides･ⅩⅩⅩV･SumioNAGAŜ WA

(TakeiLaboratory,InstituteforChemicalResearch,KyotoUniversity).ReceivedJnly,

25,1955.Botyu-Kagahu,20,90～lJ3,-1955.(withEnglishresum占,92).

14 .噴霧降下装置におし､て 1,,1･'-I)DT 石油液を噴霧 し,滑 -J藍を引 くまでの時間と,

イエバエの成虫が落下仰韓する時間との関係について｡殺虫剤の生物試験にかんする研

究 第 35戟 長沢純夫 (京都大学 化学排究折 武居研究蛋)3O.､7･25受理

岐宛鞍下装置法に.より,石油液殺虫剤の有効度を評偶する場合, 噴霧棲,滑り蓋を引くまでの

時間をかえることによって,降下する霧箱の丑を調節し ある程度落下仰転の速度を遅延せし

めて,観轟記重量を容易ならしめうることをあきちかにした.

Ⅰ.緒 言

ビレトー)ンあるいはそのXfI繕化合物をji剤とする,

石油牧秋山剤の1i効JRを,イエバエに対する致解下仰

転の遅速をもって評仙するために,先年染着 く4･5･6)は

Campbellの金属製姐転盤(2･7) の構造を模した, ひ

とつの試験装置を試作して,2,3の実験をおこない,

その結米を統計生理学的見地から分析検討することに

よって,お むゝねこれが所期にそいえられることを証

明した｡･ところで,これまでの実験は,噴拐円筒内に

兆紋をPl'tぶした後,この円筒と供試昆虫をいれた下方

の容許婚とのWにおかれた桁り式を引くまでの柑L.司を,,

10秒とさだめておこなわれていた｡今臥 ここにのベ

90

ようどすることは, この滑り蓋を引くまでの時laJをい

ろいろかえて,それとイエバエの落下仰転する柑糊と

の朗旅を,少,p'-DDT石油液をもらいて兜qJ]した相

沢である｡

本文にはいるに先だち,実験の助jJと数伯の訓辞に

尽力せられた柴田砂田子妹に,深甚の訓点を炎する次

節である.

11. 実 験 材 料

(1) 供試染剤, 白焼油 (hp180-230oC)をも

って,9,9'-I)7)T(lnplO7･5-108oC)を重量比 串%

に溶解してもらいT:O

(2) 供試昆虫｡ 豆因粕培基(3)によってその幼虫


